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 この規格は，一般社団法人 電子情報技術産業協会（JEITA）の AV&IT 標準化委員会 音響変換機器標準

化グループにおいて作成し，同委員会で審議，承認し改正した。 

 この規格は，JEITA TSC-16（電子情報技術産業協会規格類の作成基準）の様式によって作成した。 
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いて，責任はもたない。 

 



1 
JEITA RC-8140D 

 

電子情報技術産業協会規格 
 

ヘ ッ ド ホ ン 及 び イ ヤ ホ ン 
Headphones and Earphones 

 

1 適用範囲 

 この規格は人の耳に入れ，若しくは載せて使用するヘッドホン，イヤホン，ヘッドセット及びイヤセッ

トに関して規定する。また，ヘッドホンシステムの一部として組み込まれている前置増幅器，受動回路網，

電源などに類する機器にも適用する。ただし，次の項目及び品目に関しては規定しない。 

－ 安全に関する項目。 

－ ヘッドセットに使用するマイクロホン。この品目に関しては JEITA RC-8160D（マイクロホン），

JIS C 5502（マイクロホン），IEC 60268-4（Sound system equipment - Part 4: Microphone）参照。 

－ 補聴器に使用するイヤホン。この品目に関しては JIS C 5512（補聴器）及び IEC 60118-0

（Electroacoustics - Hearing aids - Part 0: Measurement of the performance characteristics of hearing aids）参

照。 

－ オージオメータ用ヘッドホン。 

－ 能動的聴力保護装置の一部を構成するヘッドホン。ただし，この規定の一部は適用可能とする。 

－ アクティブノイズキャンセル特性。この品目に関しては JEITA RC-8142B（ノイズキャンセル形ヘッ

ドホン及びイヤホン）及び IEC 60268-24（Sound system equipment - Part 24: Headphones and earphones 

- Active acoustic noise cancelling characteristics）参照。 

 この規格は，製造業者によって仕様書に含む特性と，関連する測定方法について規定する。この規格は，

主として音響変換器と耳との音響的結合方法によって特徴づけられる種々のイヤホンの分類とそれに使

用される記号を含む。 

 この規格に記載されている製造業者提供の定格条件及び定格値は，通常，外部検証を目的としたもので

はない。定格値の測定方法は参考情報であり，試験の再現性及びデータの比較を目的として製造業者のた

めに提供されている。その他すべての仕様及び試験は，製造業者による試験並びに外部試験及び検証のた

めに提供される。 

 

2 引用規格 

 次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部又はすべてを構成する。 

 これらの引用規格のうちで，西暦年を付記してあるものは，記載の年の版を適用し，その後の改正版（追

補を含む。）には適用しない。西暦年の付記がない引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JEITA RC-8100E 音響機器通則 

JEITA RC-8101F 音響機器用語 

JIS C 1509-1 電気音響－サウンドレベルメータ（騒音計）－第 1 部：仕様 

JIS C 8500 一次電池通則 

JIS Z 8106 音響用語 

IEC 60038 IEC standard voltages 

IEC 60086-1 Primary batteries - Part 1: General 




